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ているかという乙とを明らかにし，また海浜変形予測モデルとして One-li ne -t heory モデルが適用
可能かどうかという乙とについて検討している。




第 6 章では 3 次元移動床実験Iζ基づいて離岸堤，突堤及び人工リーフの設置位置，堤長及び関口部の変
化が全沿岸漂砂量及び汀線変化にいかなる影響を与えるかについて検討を行なっている。またそれらを数




















(4) One -l匤e -theory R:基づく地形変動シミコレーションにおいては，局所沿岸漂砂量の積分した
値である全沿岸漂砂量を用いると十分な精度において，離岸堤群における地形変動が予測できる乙とを
実験的に明らかにしている。
(5) 人工リーフの場合，その設置直後は岸沖漂砂移動が卓越し One-li ne -theory による地形変動シ
ミュレーションは適用できず，別途の手法が必要となる乙とも明らかにしている。
以上のように，本論文は海岸侵食対策として用いられる漂砂制御構造物の効果Kついて One -lineｭ
theoryによる数値予測法の適用性の面から検討しその適用可能な場合を明確にし，その場合の最適配
置計画において如何なる点を考慮しなければならないかを明らかにしたものであり その成果は海岸工学
に寄与すると乙ろが大きい。よって.本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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